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◆市役所本庁舎1階・2階(市民税課、納税課、障害福祉課、高齢介護課に限る)・5階(子ども支援課、保育課に限る)の窓口、尾山
台・上尾駅出張所は、土曜日も業務を行っています。
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右のアッピーが
登場するのは ページ？

はがきかメールにクイズの答え、『広報あげお』の感想、住所、
氏名、年齢、電話番号を記入して、9月18日㈮まで（必着）に
広報広聴課「クイズ アッピーを探そう !」係へ。

賞品の発送をもって発表に代えさせていただきます。
正解は10月号のこのコーナーに掲載します。
前号の答えは 「20」 でした。

宛先／〒362-8501本町3-1-1
メールアドレス／s55000@city.ageo.lg.jp
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正解者の中から抽選で 5人に粗品を差し上げます。

Information in English、Informação em português、Información en español、 　(P.31)

号
月

『広報あげお』は、毎月1日に発行。戸別配布でお届け
しています。配布のお問い合わせは、上尾市シルバー
人材センター　　779-5525・　776-1074まで。

No.

令和２年

1038

20209広報あげお9月号 №1038

　今月の表紙は、市内の花き生産直
売所を訪れている新婚のご夫婦で
す。市では、コロナ禍の影響を受け
ている花き生産者を支援するために
｢花｣嫁×｢花｣婿×｢花｣農家応援事業
を行っています。市内の花き生産農
家で使えるクーポン券(2,000円分)
を婚姻届を提出した人に贈呈してい
ます。
　対象や申し込み方法など詳しく
は、市ホームページをご覧いただく
か農政課( 775-7384・ 775-9872)
に問い合わせてください。

●今月の表紙

3  今月のイチ面 
災害から命を守る

4  市政ニュース 
調査開始から100年目　令和2年国勢調査／特別定額給付金の申請は9月8日㈫まで
に／県内初の公営屋内50㍍プールを上尾市に！ ／第6次上尾市総合計画策定の取
り組み他

12  市民のひろば 
まちかど特派員だより「伝承を絶やさない　獅子舞」／アッピー NET／スポット
ライト〔須田　悦正さん〕／読者の声／見て魅て！私のミュージアム／未来へすく
すく！わが家のアイドル／小学校給食レシピ〔キムチチャーハン〕

15  シティ情報 
事業者向けワンストップ相談窓口／上平公園ハートフルサッカー親子教室／アッ
ピー元気体操リーダー／公開講座「知りたい！SDGs」／アッピー・ハッピー・バー
スデー～アッピーファミリーふれあいイベント～他

25  図書館へようこそ 

26  みんなあつまれ いっしょにあそぼ！ 
アッピーランド／こどもの城／ももっこルーム／子育て拠点／イベントカレンダー

28  保健センター通信 一歩ふみ出す健康づくり 
埼玉県コバトン健康マイレージ事業企画「市内を歩こう！～正しい歩き方講座付
き～」 他／母子・成人・精神保健事業スケジュール／平日夜間・休日診療／今月
の健康「妊娠中の体重管理」

30  10月の相談  

31  H
ハ イ ラ イ ツ

ighlights 外国語情報コーナー 
Information in English ／ Informação em português
Información en español ／内有中文咨询

32  新型コロナウイルスに係る支援策 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、本誌に掲載している催しなどは、中
止・変更する場合があります。各催しの開催状況などご不明な点は、問い合わせて
ください。また、各催しに参加する際は、マスクや手洗いなど新しい生活様式を徹
底してください。

市役所の位置

市の面積

45.51㎢

北緯 35度58分38秒
東経139度35分37秒

市の人口・世帯
(令和2年8月1日現在)

22万9,264人
男／11万3,682人
女／11万5,582人
※前月より19人減

10万3,218世帯
※前月より32世帯増
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危機管理防災課　 775-5140 ･ 775-9927

地震や水害などの自然災害は、いつ発生するか分かりませ
ん。災害から身を守るために何ができるか、『上尾市災害ハ
ザードマップ』を参照し、家族や近所の人と考えてみましょ
う。『上尾市災害ハザードマップ』は、市役所、各支所・出張所
にあります。市ホームページにも掲載しています。

危機管理防災課　

から命を守るからからから災害

上尾市災害ハザードマップ

コロナ禍での
避 難 4 カ 条

普段からの備え4カ条

新型コロナウイルス感染症が収束
しない中でも、災害時には、危険な
場所にいる人は避難することが原則
です。自らの命は自らが守る意識を
持ち、適切な行動をとりましょう。

①避難とは｢難｣を｢避｣けること
　安全な場所にいる人まで避難
場所に行く必要はありません。
②避難先は、指定避難所42カ所
だけではない
　安全な親戚・知人宅に避難す
ることも視野に入れてみましょ
う。

③マスク、消毒液、体温計の持参
　可能な限り自ら持参してください。
※各家庭で備蓄している食料や水、毛
布についても、可能な限り持参してく
ださい。
④豪雨時の車中泊の注意
　やむを得ず車中泊をする場合は、浸水しないよう
周囲の状況などを十分確認してください。

災害時、正確な情報を集めるために
テレビやラジオの他、県や市で行っているメールによる災害情報の配信
サービスなどを活用し、災害情報や避難所開設情報など正確な情報を集めま
しょう。水害については、気象庁ホームページを確認してください。
また、8月には開平橋（平方）に荒川の水位状況を確認できる河川監視カメ
ラを設置し、市ホームページで映像を公開しました。この他、市内5カ所の河
川でも映像を公開しています。　 河川課 775-9381・ 775-9906

災害関連
情報

災害時の
情報伝達
手段

気象庁
ホームページ

マイ・タイム
ライン

水害地震

②前もって備蓄をする
　（3日～1週間分）

④家具・家電の転倒防止や
　耐震診断を受ける

③災害時の連絡方法を決めておく

マイ・タイムラインは、台風や長引く大雨、ゲリラ
豪雨などから市民の皆さんの命を守るツールです。災
害時の適切な避難行動を市民一人一人が時系列で整理
できるマイ・タイムライン作成キットを今年度導入し
ました。荒川沿岸の自治会や学校を中心に防災士協議
会と連携し活用を推進していきます。

□集合場所・避難場所
□災害時の連絡手段（災害用伝言サービスなど）
□行き先のメモを残す場所と方法
□連絡の取り次ぎ先（遠方の親戚・知人など）

　災害時、市や地域で備蓄している物だけでは、全てを賄えません。各
家庭でも備蓄を進めておきましょう。主な備蓄品は、以下のとおりです。　
※詳しくは、『上尾市災害ハザードマップ』をご覧ください。

⑴家具・家電の転倒防止
　過去の震災では、家具・家電の転倒で多くの人が亡
くなっています。災害時にけがなく生活するためにも、
対策をしましょう。
⑵木造住宅の無料簡易耐震診断
　市では、平成12年5月末までに着工された2階建て以
下の木造住宅（工業化住宅を除く）の簡易耐震診断を
無料で随時受け付けています。また、木造住宅の耐震
診断・耐震改修に対する補助制度があります。詳しく
は建築安全課（ 775-8490・ 775-9906）へ問い合わ
せてください。

①マイ・タイムラインを作成する 水害

水害地震

水害地震

地震
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□飲食用品（最低3日分の食糧・飲料水〈1人1日3㍑〉）
□生活用品（懐中電灯、ラップ、ガムテープ、レジャーシート、筆記具など）
□貴重品（身分証明書、保険証、携帯電話、印鑑など）
□衛生用品（マスク、タオル、ウエットティッシュ、生理用品、歯磨き
具など）
□その他（ヘルメット、救急用品、レインコート、上着、下着、新聞紙など）

河川監視
カメラ

2


